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３年生が、大森地区の畑で、トウモロコシの
収穫を体験しました。今年もおいしいトウモロ
コシがたくさんとれ、全校児童に配ることがで
きました。ご協力いただいた水土里の郷大森の
みなさま、ありがとうございました。

『海底から見えるわたしたちのくらしと海』 ～家庭教育学級～
９月２７日、たくさんの保護者の皆様に参加していただき、家庭教育学

級を行いました。今年は、日本海洋事業「しんかい６５００」のパイロッ
ト、大西琢磨さんを講師にお迎えし、『海底から見える 私たちのくらし
と海』をテーマにご講演をいただきました。「しんかい６５００」は、水
深６５００ｍまでの潜水を実現した世界有数の有人潜水船です。大西さん
は、パイロットとして、深海生物調査、地震調査、資源に関する調査等、
様々な調査活動を行っています。貴重な資料映像を見ながら聞く大西さん
のお話は大変興味深く、子供たちはあっというまに深海の魅力に引き込ま
れていました。深海では幻想的な美しい光を放つ発光生物がたくさん見ら
れることや、深海で出会う生物は、ほとんどが新種であることに驚きの声
があがりました。お話の後半では、環境問題について学びました。深海の
海底に沈むバケツや洗濯機、無数のクラゲのようにゆらゆらと浮かぶビニ
ール袋の映像は、大変ショッキングなものでした。さらに「２０５０年に
は、プラスチックごみの量は、魚の量を超え
ると言われています」という話を聞き、私た
ちが環境問題に真剣に向き合い、行動するこ
とが重要であること、そのために何ができる
か一人一人が考えることが大切であると強く
感じました。このような貴重な学びの機会を
いただきました講師の大西さん、講演会の実
施に向けご尽力くださった研修部のみなさ
ん、ありがとうございました。

校庭のミニ田んぼで米作りに取り組んでき
た５年生。今年こそは獣から稲を守ろうと、
ネットを高く頑丈に張りました。おかげで、
昨年よりたくさん収穫できました。家庭科の
時間におむすびを作って食べることを楽しみ
にしています。



郵便局の見学 ～２年生町探検～
２年生が、生活科「町たんけん」の学習で、上野郵便局に行きました。

手紙が届く仕組みや職員の方の仕事について、郵便局長さんに教えていた
だきました。郵便局では、いろいろなお仕事があることがわかりました。
お忙しい中、たくさんの質問に答えていただき、ありがとうございました。

２日（水） 地区ミニバス大会
３日（木） ３ Dスコリオ検診５年
４日（金） １､２年校外学習（鴨川シーワールド）

スクールカウンセラー来校日
７日（月） 全校朝会 委員会発表（図書･体育）
８日（火） 新体力テスト（予備日１７日）
９日（水） マラソン開始

１０日（木） 体重測定（低） 諸費自動払込日
１１日（金） サッカー大会壮行会

イサキの稚魚放流体験（５年生）
体重測定（高） 前期通知表配付

１４日（月） 祝：スポーツの日
１６日（水） 地区サッカー大会（予備日１８日）
１８日（金） スクールカウンセラー来校日
２１日（月） 就学時健診 教育実習（～ 11/18）

１～３年 １３：２０下校
４～６年 １５：１０下校

２３日（水） 不審者対応避難訓練
２８日（月） クラブ活動
３０日（水） 生活習慣病予防検診（４年生）
３１日（木） 修学旅行（箱根・鎌倉方面）１日目

11月１日（金） 修学旅行（箱根・鎌倉方面）２日目
１１月の主な行事
６日（水） マラソン大会（予備日７日）

１６日（土） きらきらフェスティバル
１８日（月） 振替休業日
※１０月２２日から、４～６年の下校時刻が
１６：００になります。

入賞おめでとうございます
〇夷隅郡市よい歯のコンクール
優良賞 村田 みな実さん（6年）
優良賞 秦 禅次郞さん（6年）
○千葉県歯口の健康啓発標語コンクール
佳作 和佐間 杏奈さん（6年）

〇千葉県小・中・高校席書大会
勝浦市長賞 古市 光さん（4年）
書星会賞 栗原 凛乃さん（5年）

〇科学工夫作品展【科学論文の部】
金賞（県）川嶋 帆 さん（1年）
金賞（県）川嶋 汐 さん（3年）
金賞 古市 蒼 さん（2 年）
金賞 宮﨑 正博さん（4年）
金賞 水野 一翔さん（5年）
金賞 川嶋 凪 さん（6年）
銀賞 蓬田 梛乃さん（1年）
銀賞 須金 華乃さん（3年）
銀賞 古市 光 さん（4年）
銀賞 須金 翼 さん（5年）
銅賞 渡邉 優音さん（1年）
銅賞 西川 颯汰さん（2年）
銅賞 白石 結愛さん（6年）

〇夷隅郡市読書感想文コンクール
優良 髙梨 蒼依さん（2年）
優良 滝口 由乃亮さん（4年）
優良 須金 翼 さん（5年）
佳作 渡邉 優音さん（1年）
佳作 嶋津 有彩さん（3年）
佳作 大森 龍平さん（6年）

地獄と極楽に暮らす人のお話 ～JRC登録式 校長先生のお話～
今日は、皆さんに、「地獄」と「極楽」に暮らす人々のお話をしたいと思います。
それは、ある人が地獄の見学に出かけた時のことです。地獄は、ちょうど食事時でした。地獄にいる人た

ちは、皆ガリガリにやせ細っているます。地獄ではさぞ質素な食事が出てくるのだろうと思って見ていると、
なんと、食卓に並んでいるのは豪華な食事。あんな豪華な食事が出てきて、なぜ皆あんなにやせ細っている
のだろう？と不思議に思いました。 よく見ると、食卓にはとても長い箸が置いてありました。「地獄」の人
たちは、おいしそうな食べ物を他の人に取られてたまるか…とその長いお箸を使い、他の人より先に食べよ
うとしました。しかし、お箸が長すぎるため、食べ物が口に届きません。 そればかりか、長いお箸がテーブ
ルの上でぶつかり合い、食べ物は床に落ちてしまいました。そして、とうとう食事の時間が終わりになって
しまい、誰一人として食べることができませんでした。そうか、だから地獄の人は、皆あんなにやせ細って
いるんだなと、納得して地獄を後にしました。
続いて、見学に行ったのは極楽。極楽というのは、天国のことです。極楽もちょうど食事時でした。極楽

にいる人たちは、見るからに健康そうで、きっと恵まれた食事をしているのだろうと見ていると、豪華な食
事はもちろん、地獄の時と同じく長い箸が置いてあります。「地獄」の人たちは、長いお箸のせいで一口も食
べられませんでしたが、極楽の人たちは、あんな長い箸で一体どうやって食事をしているのだろう？と不思
議に思いました。すると、「極楽」の人たちは、「これはおいしそうな食事ですね。おひとついかがですか。」
と言って、目の前にいる人に食べさせてあげていました。そして、食べさせてもらった人も「とてもおいし
いです。あなたもいかがですか。」と、お返しに相手の口に食べ物を運んであげました。こうして、楽しく話
をしながら、お互いに食べさせ合うことでおいしい食事をすべて食べることができ、楽しく食事の時間を過
ごせたのです。
さて、みなさんは、この話を聞いて、どんなことを考えましたか？「他の人のこと考えずに、自分のこと

だけを考えて行動している」のが「地獄」、反対に「他の人のことも思いやって、共に支えながら楽しく行動
している」のが「極楽」です。「地獄」と「極楽」は、大きなちがいがあるようで、実はほんの少しのちがい
しかないのです。そして、そのちがいは、「心の中」にあります。「相手の幸せを願って行動することが、や
がて自分の幸せにつながる」この考えは、ＪＲＣの理念にも通じます。上野小のみなさんは、みんな優しい
心をもっています。自分のことだけでなく、みんなのことを思って行動できる人になってほしいと思います。


